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有
害
鳥
獣
に
よ
る 

被
害
の
状
況

　

本
市
は
、
市
域
の
約
七
割
を
森

林
地
帯
が
占
め
、
豊
か
な
自
然
の

恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
も
多
く
、
農
業
に
与

え
る
影
響
は
深
刻
で
す
。
人
里
や

農
地
に
入
り
込
み
、
人
畜
や
農
作

物
等
に
何
ら
か
の
被
害
を
及
ぼ
す

野
生
鳥
獣
は
有
害
鳥
獣
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
カ
ラ
ス
、

カ
モ
、
サ
ル
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ク

マ
等
に
よ
る
被
害
が
見
ら
れ
、
平

成
二
十
五
年
度
の
被
害
額
は
約
四

千
九
百
万
円
。
こ
こ
数
年
は
毎
年

五
千
万
〜
七
千
三
百
万
円
の
被
害

を
受
け
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

本
市
の
対
策
と
課
題

　

本
市
で
は
、
鶴
岡
市
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
（
市
、
県
、
Ｊ

Ａ
、
猟
友
会
、
地
域
住
民
、
学
識

経
験
者
等
で
構
成
。
平
成
二
十
一

年
か
ら
活
動
）
が
行
う
カ
ラ
ス
の

捕
獲
や
サ
ル
の
追
い
払
い
、
市
が

猟
友
会
に
委
託
し
て
行
う
ク
マ
や

サ
ル
の
緊
急
捕
獲
、
そ
し
て
地
域

住
民
や
農
家
の
方
々
が
自
ら
行
う

被
害
防
止
対
策
等
（
電
気
柵
、
侵

入
防
止
柵
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
、
自
治

会
単
位
の
追
い
払
い
隊
結
成
経
費

等
）
へ
の
助
成
と
、
大
き
く
三
つ

カモ その他クマサルカラス
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本市における鳥獣による農作物被害額
　近年、サルやカラス等の野生鳥獣による農作物被
害が、全国の中山間地域を中心に深刻化しています。
これは本市も例外ではなく、農家の皆さんにとって
大きな問題となっています。また、住宅地付近での
クマの目撃情報も多くなっており、市民生活に危険
が及ぶことも心配されています。
　今回の特集では、本市における野生鳥獣による被
害の現状とその対策について紹介します。

◎問合せ　本所農政課☎25‐2111内線556

【猟友会員によるサル等の追い払い活動の様子（温海）】
６月から11月まで、連日のようにサルの被害多発地
域を巡回し、山へ追い払います。クマやカラスの捕獲
でも猟友会員の技術と経験が大きな力となっています。

の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
中
山
間
地
に
広
く

出
没
し
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る

サ
ル
の
追
い
払
い
・
捕
獲
や
、
近

年
住
宅
地
に
ま
で
出
没
し
市
民
に

危
険
を
も
た
ら
し
て
い
る
ク
マ
の

緊
急
捕
獲
な
ど
は
、
猟
友
会
の
技

術
と
経
験
が
な
く
て
は
到
底
行
え

な
い
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
猟
友

会
の
会
員
数
は
、
昭
和
五
十
三
年

度
の
八
百
四
十
八
人
を
ピ
ー
ク
に

今
年
度
百
六
十
八
人
と
激
減
し
て

お
り
、
こ
こ
十
年
で
も
六
十
人
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の

年
齢
構
成
は
六
十
歳
以
上
が
全
体

の
七
六
・
八
％
を
占
め
、
高
齢
化
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本市における鳥獣による農作物被害面積
カモ その他クマサルカラス
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も
進
ん
で
い
ま
す
。
鳥
獣
被
害
防

止
の
取
り
組
み
を
更
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
猟
友
会
の
新
規

会
員
獲
得
と
、狩
猟
資
格
の
取
得
・

維
持
経
費
等
の
負
担
軽
減
が
大
き

な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
や
県

で
は
「
狩
猟
免
許
取
得
支
援
」
や

「
猟
銃
購
入
助
成
」
を
通
し
、
猟

友
会
員
確
保
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
猟
友
会
で

は
「
狩
猟
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
猟
友
会
の
活
動
紹
介
や
射

撃
練
習
の
見
学
、
捕
獲
鳥
獣
の
試

食
等
を
行
い
、
猟
友
会
や
狩
猟
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
設
置

　

実
施
隊
は
、
被
害
対
策
の
担
い

手
の
確
保
と
実
効
性
を
高
め
る
観

点
か
ら
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措

置
法
に
基
づ
い
て
市
町
村
が
設
置

で
き
る
も
の
で
、
実
施
隊
の
編
成

に
よ
っ
て
被
害
防
止
活
動
の
体
制

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
県
内
で
は
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
、
置
賜
、
村

山
地
方
を
中
心
に
十
五
自
治
体
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
、

庄
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て
と
な

る
実
施
隊
を
十
月
一
日
付
け
で
設

置
し
、
山
形
県
猟
友
会
鶴
岡
支
部

の
百
四
十
一
人
、
同
温
海
支
部
の

二
十
七
人
、
市
担
当
者
九
人
の
計

百
七
十
七
人
を
隊
員
に
委
嘱
し
ま

し
た
。
民
間
隊
員
は
、
消
防
団
員

等
と
同
様
に
市
の
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
捕
獲
に
従
事
し
ま
す
。
ま

た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
隊
員

は
、
銃
刀
法
の
狩
猟
所
持
許
可
更

新
時
等
の
技
能
講
習
免
除
、
毎
年

狩
猟
者
登
録
時
に
県
へ
納
め
る
狩

猟
税
の
軽
減
と
い
っ
た
負
担
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の 

被
害
対
策
を

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
行
政
、
猟

友
会
、
地
域
住
民
が
力
を
出
し
合

い
、
個
々
の
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
人

身
や
財
産
に
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
緊
急
の
場
合
は
、
と
り
わ

け
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
速
や
か

な
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。
市
で

は
、
実
施
隊
の
活
動
の
他
、
被
害

対
策
の
研
修
会
の
開
催
や
、
自
治

会
単
位
の
追
い
払
い
や
環
境
整
備

活
動
等
の
支
援
も
重
点
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
地
域
で
安

心
し
て
生
活
す
る
上
で
皆
で
共
有

し
た
い
問
題
で
す
。
豊
か
な
自
然

と
安
全
な
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鶴岡市鳥獣被害対策実施隊委嘱状交付式（平成26年10月）
　実施隊を代表して佐藤征勝県猟友会鶴岡支部長と阿部德
秋同温海支部長に委嘱状が手渡されました。佐藤支部長は
「地域の方々に認知される社会貢献をしていきたい」と挨
拶しました。
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防災無線
等による
情報提供
注意喚起

パトロール・
捕獲要請注

意
喚
起
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

パトロール
の実施、注
意喚起

地　域　住　民

鶴岡市
・本所農政課
・各地域庁舎産業課
※通報者から状況聞き取り、
　現場確認、対策の検討

地域自治会
（事務局）

鶴岡市
・教育委員会
・子育て推進課
・各地域庁舎
　　市民福祉課

山形県
庄内総合支庁

報道機関等

警察署
（交番・駐在所）

鶴岡市
・防災安全課
・各地域庁舎
　　総務企画課

・学校・幼稚園・保育園
鳥獣被害対策実施隊
（鶴岡市・猟友会）
※市からの要請でパト
　ロール、捕獲の実施

自治会

【クマ出没等緊急時の連絡体制】
被害発生
出没目撃

市役所または警察等へ速やかに通報してください


